
 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 全国学力・学習状況調査 本校の結果について 

保護者・地域の皆様には日頃より本校の教育活動にご支援・ご協力を頂き、誠にありがとうございます。 

さて、５月に６年生を対象に実施しました、全国学力・学習状況調査の本校の結果と分析についてお知らせし

ます。この調査は、全国的な児童生徒の学力並びに学習状況を把握し、今後の学習指導に役立てることを目的と

して行っています。本校もそれを踏まえ、調査結果を学力向上の取組に生かしています。 

１．平均正答率の結果（全国平均の比較で） 

 全国平均との比較 

国 語 同程度 

算 数 やや上回っている 

 

 

２．教科ごとの結果・分析（全国平均の比較で） 

領 域 全国平均との比較  

話す・聞く やや上回っている  

書 く 同程度  

読 む 下回っている  

言語事項 やや上回っている  

   

問題形式 全国との比較 無解答率 

選択式 同程度 0.4％ 

短答式 上回っている 5.8% 

記述式 下回っている 5.8％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年１１月１２日発行 特別号  千歳市立末広小学校 TEL：23-4127 FAX：23-4128 

【学校教育目標】 
〇すすんで やりぬく子  〇えがおで 元気な子 
〇広い心で やさしい子 〇六年間を 自ら学ぶ子 
《令和３年度の重点》 
・自分の良さを活かし、支え合いながら 

力を高める子を育む 
～わたしっていいな！きみってすごい！～ 

 

★国語全体として・・・全国平均とほぼ同様の結果となりました。 
★正答数別人数から・・・１４問中８問以上正答している児童が約74％で、中～高位が多い傾向にあります。 
★領域（「話す・聞く」「書く」「読む」「言語事項」）別に見ると・・・ 

・「話す・聞く」と「言語事項」で全国をやや上回っています。 
・「読む」は全国を下回っています。これは、正答率の低い「記述式」の問題が多い（全３問中２問）こ
とが原因です。目的や意図に応じて要約したり、文章と図表を結び付けて必要な情報を見付けてまとめ
て書いたりすることを苦手としています。 

★問題形式で見ると・・・「短答式」が全国を上回っていますが、「記述式」は全国を下回っています。記述
して答えることを苦手としています。 

★無解答率で見ると・・・３つの問題形式とも全国より低かったです。何とかして答えを書こうと努力したこ
とがうかがえます。本校に限ったことではありませんが、「短答式」や「記述式」
といった書き表すことを求められる問題に対しては、無解答率が高くなる傾向にあ
ります。 

 

国 

語 

国語 正答数分布グラフ 

＜領域別の正答状況＞ 

 



領 域 全国平均との比較  

数と計算 上回っている  

図 形 同程度  

測 定 やや上回っている  

変化と関係 同程度  

データの活用 やや上回っている  

   

問題形式 全国平均との比較 無解答率 

選択式 同程度 0.3% 

短答式 やや上回っている 1.3% 

記述式 同程度 5.4% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．児童質問紙の結果から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「図形」と「変化と関係」は全国と同程度ではありますが、全国よりもやや低い結果になりました。
「図形」では、「直角三角形の面積の求め方」（短答式）、「二等辺三角形を組み合わせた平行四辺
形の面積の求め方と答えを書く」（記述式）の正答率が全国よりも低く、「変化と関係」では、「速
さ」の正答率が全国より低い結果となりました。 

★問題形式で見ると・・・「短答式」は全国よりも上回っており、「選択式」と「記述式」は全国と同程度でした。 
★無解答率で見ると・・・３つの問題形式とも全国よりも低かったです。算数でもあきらめずに取り組んだ

ことがうかがえます。「記述式」の無解答率は、国語と同程度で約５％と、他の
２つの問題形式よりも高くなっています。 

○自分にはよいところがあると思っていると強く思っている子の割合は約８０％。全国平均よりも高い。 

  →●自分にはよいところがあまりない・ないと思っている子は２０％。 

○自分でやると決めたことはやり遂げるようにしている子、人が困っているときに進んで助けている子が９０％以上いる。 

○国語の問題で解答を文章で書く問題で、全ての問題で最後まで書こうと努力した子、算数の問題で言葉や数、式を使って、訳

や求め方などを書く問題で、全ての問題で最後まで解答を書こうと努力した子が80％以上いる。 

○８割以上の子が学校に行くのが楽しいと思っている。→●学校に行くのが楽しくないと思っている子が１５％いる。 

●朝食を全く食べない子が数名いる。 

●平日、ゲームをする時間は、２時間以上３時間未満が３０％。３時間以上している子は２５％もいる。 

●携帯電話・スマートフォンやコンピュータは持っているが、約束がない子が１０名（１０％）。 

●平日に１日当たり２時間以上学習している子の割合は１６％（全国が２７％）。１時間以上２時間未満が最も多く、５９％。 

●休みの日に学習する時間は、平日と同じで１時間以上２時間未満が最も多く、４１％。次いで多いのが１時間未

満で３２％。全くしない子もいる。３時間以上学習する子の割合は全国よりも低い。 
 

算 

数 

★算数全体として・・・ 全国よりもやや高い結果となりました。 
★正答数別人数から・・・１４問中８問以上正答している児童が約

88％で、中～高位が多い傾向にありま
す。 

★領域（「数と計算」「図形」「測定」「変化と関係」「データの
活用」）別に見ると・・・ 
・「数と計算」「測定」「データの活用」が全国を上回っています。 

 

算数 正答数分布グラフ 

＜領域別の正答状況＞ 

 

・自己有用感は依然として高い傾向にありますが、２割の子は低い状況にあります。今後も「わたしっていいな！きみ

ってすごい！」を全校で進めていきます。 

・学校での活動を楽しみにしており、責任感をもち、友達と協力しながら生活していると考えられます。 

・難しい問題にもあきらめずに取り組もうとしている児童が多くいます。 

・家庭での学習時間は、１時間から２時間未満の児童が多くいます。休日だと学習する時間が少ない傾向にあります。

中学校へ進学するにあたり、休日をうまく活用して学習するようになると、さらに力がついていくと考えられます。 

・朝食やゲームの時間、携帯電話やコンピュータを使う上での約束などは、家庭の協力が必要なところです。子どもた

ちが落ち着いて学校生活を送れるよう、家庭と連携をとっていきたいと考えています。 



４．正答率が低かった問題と解答の状況 

【国 語】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「目的を意識して、中心と
なる語や文を見付けて要約
することができるかどうか
をみる」問題でした。正答率
は約 23％でした。３つの条
件のうち、１つ目の条件を満
たしていない誤答が多かっ
たです。国語の全問題の中で
最も正答率が低い問題でし
た。 

 

「目的に応じ、文章と図表とを
結び付けて必要な情報を見付ける
ことができるかどうかをみる」問
題です。３つの条件に合わせて書
かなくてはいけません。条件の１
つ目を満たしていない誤答が多く
ありました。問題用紙には下書き
用の原稿用紙が付いており、これ
を上手に活用することも正答率を
上げるために必要なことだと考え
ます。この問題の正答率は約
26％でした。 
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漢字の書きの問題は３
問出題されましたが、この
「積み」だけ正答率が低
く、約54％でした。約半
数の子が書けなかったと
いうことになります。全国
でも約57％と、正答率が
低い問題でした。 

３、４年生で学習する内容で
す。「主語と述語の関係、修飾と
被修飾の関係を捉えることがで
きるかどうかをみる」問題です。
正答率は、主語―述語の方は、全
国と同様（67％）でしたが、修飾
―被修飾の方は、32％で、全国を
大きく下回っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．今後の学力向上に向けて 

○学習に向かう基本的な姿勢を育てます 
・学習ルールやノート指導の一層の定着を図り、学習する意欲を喚起します。 

○書き表す力を高めていきます 
  ・授業中は、まとめの文章を書いたり、学習の振り返りを書いたりするなど、書き表す経験を積ませます。 

・水曜日のSタイムを「パワーアップタイム」とし、全校一斉に「視写」に取り組みます。 
○算数における基礎的・基本的な学力の定着を図ります 
  ・算数の授業では、習熟の時間を充実させることで、繰り返し学習させます。 
○無解答をゼロにします 
  ・あきらめないで問題に向かおうとする気持ちを育てるとともに、基礎的・基本的な学力を定着させること

によってあらゆる問題に対応できる力を育てます。 
○家庭との連携を大切にします 
  ・家庭と連携し、規則正しい生活習慣づくりに努めます。 
  ・家庭学習の充実を図る取り組みを行います。～家庭学習の表彰・「パワーアップウィーク」の取り組み 

・学力向上通信「パワーアップ」を発行することで、家庭と学校との連携を図ります。 

４ 

 「複数の図形を組み合
わせた平行四辺形につ
いて、図形を構成する要
素などに着目し、図形の
構成の仕方を捉えて、面
積の求め方と答えを式
や言葉を用いて記述で
きるかどうかをみる」問
題です。正答率は約４
５％で、全ての問題の中
で一番正答率が低い問
題でした。平行四辺形の
高さを求める式や言葉
が書けていない誤答が
多かったです。 

「小数を用いた倍についての説明を解釈し、ほかの数値
の場合に適応して、基準量を１としたときに比較量が示さ
れた小数に当たる理由を言葉や数を用いて記述できるか
どうかをみる」問題です。【ゆうまさんの説明】と同じよ
うに書くことができていない誤答が多かったです。正答率
は約54％でした。無解答率は、全ての問題の中で一番高
く、約9％でした。 

「三角形の面積の求め方に
ついて理解しているかどうか
をみる」問題です。正答率は約
52％で、全国よりもやや低い
結果でした。三角形の面積の公
式が理解できておらず、３つの
辺の長さを全てかけてしまっ
ている誤答が多かったです。 

 

「速さを求める除法の式と商の意味を理解しているかどう
かをみる」問題です。正答率は約53％でした。正答は１でし
たが、２を選ぶ子が多くいました。１分間あたりに進む道のり
を、数値が小さい方が速いと捉えていると考えられます。 

２ 

１ 

 「帯グラフで表された複数のデータを比較し、示され
た特徴をもった項目とその割合を言葉と数を用いて記述
できるかどうかをみる」問題です。５年生と６年生の割
合の違いがいちばん大きい項目を選ぶところを、５年生
も６年生も割合が高い項目を選んでしまっている誤答が
多かったです。正答率は約52％で全国と同様でしたが、
無解答率が高い（約８％）問題となりました。 

３ 

【算 数】 


